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東
京
都
は
、
平
成 

十
八 

年 

四 

月
に
「
東
京
都
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策

ガ
イ
ド[

工
場
内
編]

」
を
作
成

し
ま
し
た
が
、
発
行
か
ら 

十 

年
が
経
過
し
、
業
種
や
企
業
規

模
に
よ
り
排
出
削
減
の
進
捗
が

異
な
っ
て
い
る 

こ
と
や
、
Ｖ
Ｏ

Ｃ
排
出
抑
制
の
技
術
も
進
歩
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
の
三

月
に
ガ
イ
ド
の
改
訂
を
行
い
ま

し
た
。 

 

                      

今
回
の
改
訂
で
は
、
最
新
の

技
術
動
向
に
合
わ
せ
掲
載
す
る

具
体
的
な
排
出
抑
制
策
を
見
直

す
と
と
も
に
、
ガ
イ 

ド
全
般
に

わ
た
っ
て
排
出
抑
制
策
導
入
時

の
作
業
環
境
改
善
に
関
す
る
情

報
を
追
加
す
る
な
ど
、
よ
り
工

場
か
ら
の 

Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
削
減

に
取
り
組
み
や
す
い
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
ガ
イ
ド
と
同 

                      

様
に
、
本
ガ
イ
ド
が
広
く
活
用

さ
れ
、
事
業
者
の
方
々
に
効
果

的
な
排
出
抑
制
対
策
に 

取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
工

場
に
お
け
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
抑

制
が
更
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
ガ
イ
ド(

工

場
内
編)

は
、
事
業
者
が
個
々
の

事
業
所
の
実
態
に
即
し
た
Ｖ
Ｏ

Ｃ
対
策
に
自
主
的
に
取
り
組
め

る 

よ
う
、
工
場
・
事
業
場
に
お

け
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
抑
制
の
た
め

の
技
術
的
方
策
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
も
の
で
、
主
に
中

小
事
業 

者
に
対
し
て
技
術
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

こ
の
ガ
イ
ド
は
、
都
内
で
Ｖ

Ｏ

Ｃ

排

出

量

の

多

い

４

分

野

(

工
場
内
塗
装
、
印
刷
、
金
属
等

脱
脂
洗
浄
、
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ

ン
グ)

を
対
象
と
し
て
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ

排
出
抑
制
策
を
説
明
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
中
で
印
刷
業
者
が

簡
単
に
で
き
、
比
較
的
効
果
の

高
い
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
抑
制
対
策

を
紹
介
し
ま
す
。 

こ

れ

ら

の

方

法

を

参

考

に

し
て
、
出
来
る
こ
と
か
ら

V
O

C
の
排
出
規
制
対
策
を
進
め
ま
し

ょ
う
。 

■
版
交
換
時
の
洗
浄
作
業
に

お
け
る
揮
発
防
止 

ポ
イ
ン
ト
・
版
を
洗
浄
し
た

ウ
ェ
ス
を
す
ぐ
密
閉
容
器
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。 

対

策

① 

洗

浄

溶

剤

の

少

量
化 

洗
浄
剤
は
一
度
に
大
量

に
使
う
よ
り
も
少
量
で
回
数
を

多
く
し
た
方
が
、
余
分
な
溶
剤

の
使
用
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
交
換
・
洗
浄
作
業
の
標

準
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

対

策

② 

洗

浄

用

具

か

ら

の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
発
生
の
防
止 

洗
浄

作
業
の
後
、
廃
タ
オ
ル
や
廃
ウ

ェ
ス
は
、
放
置
せ
ず
密
封
し
た

容
器
に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

ふ

た

閉

め

は

蒸

発

濃

度

が

百
分
の
一
に
な
り
ま
す
。 

 

■
保
管
・
貯
蔵
に
お
け
る
揮

発
防
止 

ポ
イ
ン
ト
・
溶
剤
の
入
っ
た

容
器
の
ふ
た
を
し
っ
か
り
閉
め
。

保
管
・
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。 対

策

①

イ

ン

キ

や

溶

剤

の

入
っ
た
缶
・
容
器
の
蓋
閉
め
励

行
。 対

策
②
容
器
や
栓
・
蓋
の
チ

ェ
ッ
ク 

イ
ン
キ
・
溶
剤
を
保

管
・
貯
蔵
す
る
容
器
は
丈
夫
な

材
質
の
も
の
を
使
い
、
容
器
の
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破
損
や
栓
・
蓋
の
外
れ
に
よ
っ

て
イ
ン
キ
や
溶
剤
が
漏
え
い
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

対

策

③

作

業

場

で

の

容

器

の
置
き
場
所
の
チ
ェ
ッ
ク 

イ
ン
キ
・
溶
剤
は
適
度
な
空

間
を
持
た
せ
て
密
閉
し
、
直
射

日
光
を
避
け
、
風
通
し
の
良
い

場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
必

要
に
応
じ
て
冷
却
装
置
な
ど
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

■
低

V
O

C

洗
浄
剤
へ
の
転

換 

ポ
イ
ン
ト
・
低

V
O

C

洗
浄

剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

低

V
O

C

洗
浄
剤
へ
の
転
換 

塩
素
系
、
フ
ロ
ン
系
、
炭
化

水
素
系
→
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
、
植

物
油
系
、
水
系 

V
O

C

の
揮
発
の
し
易
さ
は

蒸
気
圧
や
沸
点
が
目
安
に
な
り

ま
す
。
一
般
に
蒸
気
圧
が
低
い

ほ
ど
、
ま
た
、
沸
点
が
高
い
ほ

ど
揮
発
し
に
く
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
危
険
性
や
有
害
性
を
確

認
す
る
た
め
に
、
メ
ー
カ
ー
か

ら

M
S

D
S

(

安
全
デ
ー
タ
シ
ー

ト)

を
入
手
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

洗

浄

剤

代

替

の

際

の

検

討

項
目
の
例 

洗
浄
性
、
安
全
性(

有
害
性)

、

法
規
制
、
乾
燥
性
、
製
品
や
設

備
へ
の
影
響
、
コ
ス
ト
、
引
火

性
、
環
境
影
響(

オ
ゾ
ン
層
破
壊
、

地
球
温
暖
化
な
ど)

、
必
要
な
設

備(

費
用
、
ス
ペ
ー
ス) 

 

■

植

物

油

タ

イ

プ

イ

ン

キ

へ
の
転
換 

ポ
イ
ン
ト
・
大
豆
油
や
ノ
ン

Ｖ
Ｏ
Ｃ
イ
ン
キ
へ
の
転
換 

ア
ロ
マ
フ
リ
ー
イ
ン
キ(

石

油
系
３
０
～
４
０
％) 

大
豆
油
イ
ン
キ(

石
油
系
２

０
～
３
０
％) 

ノ
ン

V
O

C

イ
ン
キ(

石
油
系

１
％
未
満) 

植

物

油

イ

ン

キ

は

石

油

資

源
の
保
護
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

当
初
は
作
業
性
、
乾
燥
性
が
若

干
低
下
し
、
コ
ス
ト
も
割
高
に

な
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
イ
ン
キ
品
質
の
向
上
に
よ

っ
て
、
乾
燥
性
・
イ
ン
キ
特
性

は
従
来
イ
ン
キ
以
上
と
な
り
、

コ
ス
ト
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。 

東
京
都
で
は
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
」
を

設
け
て
、
中
小
企
業
の
自
主
的

な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め

に
、
知
識
と
経
験
を
有
す
る
専

門
家
が
工
場
を
訪
問
し
様
々
な

作
業
・
場
所
等
に
於
い
て
Ｖ
Ｏ

Ｃ
の
簡
易
測
定
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
測
定
結
果
。

現
場
の
作
業
状
況
等
か
ら
今
後

の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
対
策
の
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

■
な
せ
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
が
必

要
な
の
か
？ 

V
O

C

と
は
揮
発
性
有
機
化

合

物

(V
o

la
tilr

 
O

r
g

a
n

ic
 

C
o

m
p

o
u

n
d

s
)

の
頭
文
字
を
取

っ
た
も
の
で
、
印
刷
で
は
イ
ン

キ
の
溶
剤
な
ど
に
使
わ
れ
る
ト

ル
エ
ン
や
，
湿
し
水
に
使
わ
れ

る
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

(I
P

A
)

等
大
気
中
で
気
体
と
な

る
有
機
化
合
物
の
総
称
で
す
。 

Ｖ

Ｏ

Ｃ

は

窒

素

酸

化

物

(N
O

x
)

と
と
も
に
太
陽
の
紫
外

線
を
受
け
て
、
有
害
な
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト(O

x
)

を
生
成
し

ま
す.

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

は
目
や
喉
へ
の
刺
激
等
の
人
的

被
害
だ
け
で
な
く
、
農
作
物
等

の
植
物
被
害
も
引
き
起
こ
し
ま

す
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
他
に
，
浮
遊
粒

子
状
物
質(S

P
M

)
や
微
小
粒
子

状
物
質(P

M
2

.5
)

に
も
変
化
し

ま
す
。 

工
場
・
事
業
場
に
対
す
る
ば

い
煙
の
排
出
規
制
や
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
の
排
ガ
ス
規
制
等
に
よ
り

東
京
都
の
タ
イ
は
環
境
は
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
は
、
い
ま
だ
環
境
基
準
を

達
成
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
近

年
高
濃
度
化
・
広
域
化
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。 

化

学

物

質

の

リ

ス

ク

ア

セ

ス
メ
ン
ト
の
基
本
的
な
考
え
方

や
進
め
方
は
、
一
般
的
な
作
業

や
設
備
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
と
共
通
で
す
が
、
化
学
物
質

の
危
険
性
や
有
害
性
に
つ
い
て

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
労
働

安
全
衛
生
法
改
正
に
よ
り
、
こ

の
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施
が
事
業
者
の
義

務
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
二
十

八
年
六
月
一
日
施
行
） 

 

東
京
都
で
は
今
後
も
よ
り
一

層
Ｖ
Ｏ
Ｃ
削
減
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
都
内
の
排
出
量
の
大

部
分
を
占
め
る
中
小
事
業
者
を

中
心
に
寿
的
取
り
組
み
の
支
援

を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

 

環
境
問
題
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
、V

O
C

対
策
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。 

 

東
京
都
環
境
局
環
境
改
善
部

化
学
物
質
対
策
課
企
画
係 
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第
十
八
回
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ

機

材

展

は

、

十

月

二

十

二

日

(

土)
午
前
十
時
よ
り
、
台
東
区

柳
橋
の
「
東
商
セ
ン
タ
ー
」
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
展
は
今
や
組
合
の
恒
例
行

事
か
ら
業
界
の
恒
例
行
事
と
な

り
、
今
回
も
十
八
社
が
最
新
鋭

の
印
刷
関
連
機
材
を
出
店
し
、

会
場
は
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。 

 

今
回
出
展
し
た
の
は
、
丸
伸

製
作
所
、
リ
ン
テ
ッ
ク
、
フ
ナ

ミ
ズ
刃
型
製
版
、
森
下
製
版
、

サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
、
ソ
ル
テ
ッ

ク
工
業
、
大
王
製
紙
、
エ
イ
ブ

リ
ィ
・
デ
ニ
ソ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・

マ
テ
リ
ア
ル
ズ
、
デ
ジ
タ
ル
・

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ 

              

ョ
ン
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ジ
ャ
パ
ン
、
創
風
シ
ス
テ
ム
、

サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
、
エ
プ
ソ

ン
販
売
、
塚
谷
刃
物
製
作
所
、

光
文
堂
、
三
條
機
械
製
作
所
、

久
保
井
イ
ン
キ
、
日
本
ウ
エ
ス

ト
、
村
田
金
箔
の
十
八
社
。 

 

各
社
と
も
最
新
鋭
機
材
を
出

展
し
た
が
、
特
に
今
回
注
目
さ

れ
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
水
性
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
方
式
の
デ
ジ
タ
ル

印
刷
機(
六
面
に
詳
細)

で
、
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
と
優
れ
た
印
刷

性
能
が
参
加
者
の
足
を
止
め
さ

せ
ま
し
た
。 

 

こ
の
他
に
も
印
刷
機
、
製
版

シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
キ
、
簡
易
色

判
定
シ
ス
テ
ム
、
刃
型
な
ど
が 

              

紹
介
さ
れ
、
タ
ッ
ク
紙
も
久
し

ぶ
り
に
リ
ン
テ
ッ
ク
、
大
王
製

紙
、
エ
イ
ブ
リ
ィ
・
デ
ニ
ソ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
・
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
が

最
新
の
様
々
な
用
途
に
対
応
で

き
る
タ
ッ
ク
紙
を
出
店
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
シ
ー
ル
印
刷
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
対
象
と
し
た
座
談

会
開
催
さ
れ
、
北
島
憲
高
技
術

委
員
長
の
司
会
進
行
で
、
実
際 

  

に
現
場
で
印
刷
を
し
て
い
る
オ 

ぺ
レ
―
タ
―
が
参
加
し
て
、
日

頃
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、 

意
見
を
交
換
し
合
い
、
明
日
か

ら
の
仕
事
に
役
立
て
て
も
ら
い

た
い
と
、
特
別
参
加
の
連
合
会

の
山
下
庫
太
技
術
委
員
長
も
技

術
伝
承
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
に
つ

い
て
熱
の
こ
も
っ
た
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
み
ん
な
同

じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
」
、
「
今
後
も
是
非
開

催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

多
く
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
出
展
者
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
各
社
と
も
五
分
間
の
持
ち

時
間
を
最
大
限
に
使
お
う
と
、

必
死
に
説
明
す
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。 

 

                                 

 

第 18 回ラベル関連ミニ機材展  

初のオペレーター懇談会も開催  

初のオペレーター懇談会      説明にもついつい熱が入ります  

出展各社がプレゼンテーション

ン  

18 社が最新鋭機材を一堂に展示  



     
 

 

第
五
十
八
回
根
場
大
会
沖
縄

大
会
は
、
十
一
月
四
日(

金)

に

九
州
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
の

担
当
で
、
沖
縄
県
那
覇
市
の   

     

「
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
那
覇
」

に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
三
百
名
が
参
加
し
て
初
の
沖

縄
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

  

 

「
シ
ー
ル
で
繫
が
る
お
ー
き

な

わ
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
式

典
は
午
後
三
時
か
ら
開
催
さ
れ
、 

開
会
の
辞
、
国
歌
斉
唱
、
先
輩

物
故
者
に
黙
と
う
を
し
た
後
を

し
た
後
、
担
当
協
組
を
代
表
し

て
濱
崎
順
一
理
事
長
が
「
４
月

の
熊
本
地
震
の
際
の
全
国
の
支

援
に
感
謝
す
る
」
と
謝
辞
を
述

べ
、
さ
ら
に
「
こ
う
い
う
厳
し

い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
組
合
の

理
念
で
あ
る
『
相
互
扶
助
の
精

神
』
の
下
で
、
年
次
大
会
の
場

で
さ
ら
に
結
束
を
深
め
て
い
き

た
い
」
開
会
の
辞
を
述
べ
ま
し

た
。 続

い

て

田

中

浩

一

連

合

会

会
長
が
「
個
々
の
企
業
で
は
限

界
が
あ
る
課
題
で
も
、
全
国
の

九
協
同
組
合
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
組
織
の
拡
大
と
活
性
化
に
今

後
と
も
努
め
て
い
き
た
い
」
と

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
ま

し
た
。 

さ

ら

に

熊

本

地

震

の

お

見

舞
い
に
対
す
る
全
国
か
ら
の
支

援
に
対
し
て
坂
本
研
一
専
務
理

事
が
組
合
員
を
代
表
し
て
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

来
賓
祝
辞
の
後
、
組
合
功
労

者
表
彰
と
し
て
六
名
が
表
彰
さ

れ
、
続
い
て
「
第
二
十
六
回
シ

ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
栄
え
あ
る

「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
に
九
州

シ
ー
ル
組
合
の
丸
信
が
制
作
し

た
ラ
ベ
ル
が
見
事
受
賞
し
、
経

済
産
業
省
商
務
情
報
局
長
賞
に

は
当
組
合
の
サ
ン
メ
ッ
ク
が
受

賞
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
「
シ
ー
ル
で
繫
が
る

お
ー
き
な

わ
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
次

回
担
当
協
組
の
東
京
都
正
札
シ

ー
ル
印
刷
協
同
組
合
の
田
中
祐

副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ

東
京
で
の
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
九

州
の
青
年
部
に
よ
る
活
動
の
模

様
や
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
で
の
ラ

ベ
ル
の
政
策
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

式
典
終
了
後
、
同
会
場
で
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
濱
崎
順
一

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
子
供
舞
踊
集

団
「
花
や
か
ら
」
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

子
供
た
ち
の
沖
縄
古
典
舞
踊
が 

会
場
の
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
「
Ａ
コ
ー
ス
の
観
光

コ
ー
ス
」
と
、「
Ｂ
コ
ー
ス
の
懇

親
ゴ
ル
フ
」
と
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
沖
縄
の
魅
力
を
満
喫

し
ま
し
た
。 

                                 

 

第
五
十
八
回
年
次
大
会
沖
縄
大
会
盛
大
に 

初
の
開
催
に
全
国
か
ら
三
〇
〇
名
が
参
加 

  

懇親会も大いに盛り上がり       ラベルコンテストの表彰式も  

ラベルコンテストの展示も     沖縄古典舞踊で盛り上がった懇親会  



     

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
（
以

下
「
日
印
産
連
」
東
京
都
中
央

区 

会
長
：
山
田
雅
義
）
は
、
グ

リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定

制
度
の
社
会
的
認
知
度
を
高
め
、

消
費
者
に
と
っ
て
身
近
な
存
在

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

小
山
薫
堂
氏(

写
真)

を
グ
リ
ー

ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
Ｐ
Ｒ
大
使

に
任
命
し
ま
し
た
。 

日

印

産

連

で

は

印

刷

業

界

の
環
境
配
慮
自
主
基
準
を
達
成

し
た
工
場
・
事
業
所
を
認
定
す 

る
と
と
も
に
、
同
基
準
に
適
合

し
た
印
刷
製
品
へ
「
グ
リ
ー
ン

プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
マ
ー
ク
（G

P
 

マ
ー
ク
）
」
を
表
示
す
る
印
刷
総

合
環
境
配
慮
制
度
「
グ
リ
ー
ン

プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
制
度 

 

     

（G
P

 

認
定
制
度
）
」
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

二
〇
二
〇 

年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
印
刷
製
品
や
そ
の

製
造
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
社
会

か
ら
の
環
境
配
慮
の
要
請
は
、

よ
り
強
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

す
で
に
国
、
自
治
体
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
、
Ｇ
Ｐ 

マ
ー
ク

の
普
及
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

Ｇ
Ｐ 

認
定
制
度
の
社
会
へ
の

広
が
り
は
、
い
ま
だ
不
十
分
で

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ

こ

で

地

球

環

境

保

全

と

い
う
社
会
的
貢
献
の
観
点
か
ら
、

今
年
は
じ
め
て
「
グ
リ
ー
ン
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
Ｐ
Ｒ
大
使
」
を

創
設
、
初
代
Ｐ
Ｒ
大
使
に
小
山

薫
堂
氏
の
就
任
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。 

氏
は
、
二
〇
〇
九 

年
第
八

一 

回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語

作
品
賞
を
受
賞
し
た
映
画
「
お

く
り
び
と
」
を
は
じ
め
数
々
の

テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
の
放
送
作

家
、
脚
本
家
と
し
て
知
ら
れ
、

多
く
の
連
載
や
著
作
が
あ
る
な

ど
印
刷
産
業
と
も
関
わ
り
が
深

く
、
さ
ら
に
原
稿
用
紙
や
便
せ

ん
、
活
字
に
ま
で
こ
だ
わ
り
を

持
つ
氏
の
高
い
感
性
と
発
信
力

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
印
刷
業

界
が
地
球
環
境
の
負
荷
低
減
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
社
会
に
伝
え
、
Ｇ
Ｐ 

マ
ー
ク

の
信
頼
性
と
認
知
度
を
高
め
て

い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
去
る
十 

月
二
十
四 

日
、「
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
認
定
制
度
二
〇
一
六 

表
彰

式
・
Ｐ
Ｒ
大
使
就
任
式
」
が
千

代
田
区
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
開
催
さ
れ
、
小
山
薫
堂

氏
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 
【
小
山
薫
堂
氏
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
大

使
就
任
に
あ
た
っ
て
の
コ
メ
ン

ト
】 

『
日
本
の
活
版
印
刷
技
術
は
、

戦
国
末
期
に
僕
の
ふ
る
さ
と
天

草
で
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
ま
し

た
。
今
回
の
就
任
に
は
と
て
も

ご
縁
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
４
０
０
年
余
り
。
文
字

を
生
業
に
し
て
い
る
も
の
に
と

っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
光
栄
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
』 

 

 
 

           

平

成

二

十

九

年

新

年

合

同

賀
詞
交
歓
会
は
、
来
年
一
月
十

二
日(

木) 

に
台
東
区
の
「
上
野

精
養
軒
」
に
於
い
て
、
当
組
合

担
当
で
開
催
し
ま
す
。 

 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

■

日

時

・
平

成
二

十

九

年 

一

月

十

二

日 

午

後

五

時 

 

■
会
場
・
上
野
精
養
軒
三
階

「
桜
の
間
」 

 

■
会
費
・
一
名
・
一
万
円 

青

年
部
は
七
千
円(

た
だ
し

代
表
者
は
除
く) 

 
 

 
 

協
賛
会
は
一
社
一
名
ま
で

は
協
賛
会
が
負
担
。
二
名

か
ら
は
一
人
一
万
円
。 

 
■
申
込
み
・
同
封
の
申
込
書

に
記
入
の
上
、F

A
X

に
て

十

二

月

十

六

日

ま

で

に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

                                 

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度 

 
 

Ｐ
Ｒ
大
使
に
小
山
薫
堂
氏
を
任
命
す 

 

新年合同賀詞交歓会  

1 月１２日(木)に開催 

上野精養軒「桜の間」 



     

メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ

ャ
パ
ン(

東
京
都
江
東
区
越
中

島
一
丁
目
一-

一
☎
五
六
二
一

‐
八
二
六
六)

で
は
、
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
を
抑
え
た
水
性
イ
ン

ク
ジ
ェ
ツ
ト
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
Ｊ
ｅ
ｔ
Ｌ
２
５
０

Ａ
Ｑ
」
を
発
売
し
、
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。 

                   

    

一
六
〇
〇×

一,

六
〇
〇
ｄ

ｐ
ｉ
の
最
高
解
像
度
と
、
最
小

１~

二
ビ
コ
リ
ツ
ト
ル
の
液
滴

を
実
現
す
る
専
用
へ
ツ
ド
を
搭

載
し
、
階
調
豊
か
で
自
然
な
ク

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
再
現
。
さ
ら

に
最
高
一
八
ｍ
／
分
の
生
産
性

で
、
ス
ト
レ
ス
な
く
高
速
で
出

力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

コ
ン
バ
ク
ト
な
ホ
デ
ィ
で
、 

                   

 
 

   

既
設
ラ
イ
ン
と
の
併
用
も
ス
ム

ー
ズ
で
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
領
域

の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
役
立
つ
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

同
機
は
①
少
な
い
初
期
投
資

②
高
品
位
品
質
③
イ
ー
ジ
ー
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
④
コ
ン
パ
ク
ト

設
計
の
四
つ
の
大
き
な
特
徴
を

兼
ね
備
え
た
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
。 

 

同
機
の
お
も
な
特
徴
は
、 

■
品
質
を
支
え
る
高
度
な
機
能 

・
印
刷
へ
ッ
ド
の
オ
ー
ト
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
機
能 

・
ウ
ェ
ブ
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
蛇

行
防
止 

・
追
い
刷
り
時
の
高
精
度
自
動

見
当
合
わ
せ
機
能 

・
ウ
ェ
プ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
搭
載 

・
カ
ス
上
げ
済
み
の
ロ
ー
ル
紙

に
も
対
応 

■
最
高
レ
ベ
ル
の
印
刷
品
質 

・
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
モ
ー
ド:

一
六
〇
〇×

一,

六
〇
〇
ｄ
ｐ

ｉ ・
ノ
ー
マ
ル
モ
ー
ド 

:

一
六
〇

〇×

八
〇
〇
ｄ
ｐ
ｉ 

・
最
小
一~

二
ピ
コ
リ
ッ
ト
ル

の
イ
ン
ク
液
滴 

   

■
イ
ー
ジ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

・
ヘ
ッ
ド
や
イ
ン
ク
カ
ー
ド
少

ツ
ジ
な
ど
各
種
消
耗
品
パ
ー
ツ

は
、
お
客
様
で
簡
単
に
交
換
が

可
能 

■
イ
ー
ジ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン 

・
直
感
的
で
わ
か
り
や
す
い
タ

ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
イ
ン
タ
ー
フ

エ
ー
ス 

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
ペ
ー
パ
ー
ロ

ッ
ク
機
構
の
紙
繋
ぎ
テ
ー
ブ
ル 

・
ロ
ー
ル
交
換
も
手
間
な
く
簡

単 

 

■
機
械
仕
様
・
印
刷
方
式=

シ
ン
グ
ル
パ
ス
方
式
。
用
紙
幅

=

五
〇
㎜
～
二
五
〇
㎜
、
印
刷

幅=

二
二
二
・
八
㎜
、
ロ
ー
ル

紙
径=

最
大
六
〇
〇
㎜∅

、
用
紙

厚=

〇
・
一
～
〇
・
三
㎜
、
イ
ン

ク=

水
性
イ
ン
ク
、
装
置
サ
イ
ズ

=

九
一
六
・
五×

一
、
五
九
一×

一
、
五
〇
〇
㎜ 

版

の

貼

り

込

み

や

印

刷

開

始
時
の
見
当
合
わ
せ
・
色
合
わ

せ
の
必
要
が
な
い
デ
ジ
タ
ル
印

刷
は
、
印
刷
前
準
備
で
の
煩
雑

な
工
程
を
な
く
し
、
入
稿
か
ら

出
力
ま
で
を
シ
ン
プ
ル
化
す
る

こ
と
で
飛
躍
的
に
生
産
時
間
を

短
縮
脛
と
し
て
い
る
。 

                                 

第
一
五
四
回

「
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

 

「Truepress JetL250」を発売  

水性インクジェットラベルプリンティング 

システムがラベルの常識を変える 


